
 

 

 
 

 

 

 

 

 
 
 
 

本書は，HPVワクチンによる被害の発生を契機に，米国の 3人の女性（法学博士で元大学教

授，法学博士で弁護士，ライターで被害者の母親）が，HPVワクチンの開発から接種認可の経

過，ワクチンの科学，被害の実態について，膨大な資料をもとにまとめ 2018年に刊行された

ものです。主に欧米の事例を中心としていますが，日本についても記述されています。日本の

現状については，日本語版にあわせて情報が更新されています。 

 4部 29章から成り，第 1部「臨床試験」（第 1章から 12章）では，臨床試験の段階から被

害が出ていたにもかかわらず無視され続けたこと，しかもその臨床試験は不適切なものであっ

たことなどが述べられています。 

第 2部「市場で大ヒットした HPVワクチン」（第 13章から 18章）では，ワクチン認可後メ

ーカーは多大な利益を得たが，その影でワクチンを接種した少女や少年に死亡も含めた被害が

出たこと，しかしそれらの被害は無視され続けたことなどが述べられています。その背景とし

て，規制当局がチェック機能を果たしていないこと，メーカーとの不適切な関係，専門家やマ

スコミを巻き込んだ情報操作があったことなどが，米国とオーストラリアを中心に述べられて

います。 

第 3部「HPVワクチンの科学の深層へ」（第 19章から 23章）では，HPVワクチンには何が

含まれているのかを示し，それらの役割と危険性，特にアルミニウムアジュバントの安全性に

疑問が多いこと，一部の人にワクチン接種後に起きる強い自己免疫反応の機序などについて述

べられています。そして現時点では，HPV感染と発がんリスク，ワクチンの有効性や安全性に 
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